
いよいよ今年度も残り１か月です。年度当初と比較
し，全体的に背丈が伸び，その姿に「頼もしさ」や「た
くましさ」を感じています。校内で何気なくすれ違う
際の自然にかわす会釈，授業中ぶらりと教室を巡回し
ていると黙々と課題に取り組む姿が多く見られるよう
になりました。このような姿は当たり前の姿なのかも
しれませんが，この何気ない当たり前の日常が続くこ
とが，私にとっては何よりも嬉しい姿なのです。児童
は，学校生活をとおして多くのことを感じ，吸収しな
がら成長していきます。人は互いに支え，支えられな
がら生きていることを肌で感じてほしいのです。学校
は一つの社会ですから，いろいろなことが起こります。
そのたびに児童は悩みながらも，その課題を克服して
いくものです。そして，問題が起こり，悩みを抱えた
時こそ他者へのちょっとした「思いやり」や「あたた
かい心」を大切にしてほしいのです。「思いやり」を
表現した詩として宮澤章二氏の「行為の意味」を紹介
したいと思います。この詩はＡＣジャパンのＣМにも
採用されたものです。

この詩は，とても重みのあるすばらしい言葉でつづ
られています。もう一つＡＣジャパンのＣМで使用さ
れた「思いやり算」を紹介します。
＋ 助け合うと大きな力に
－ 引き受けると喜びが生まれる
× 声をかけると一つになれる
÷ いたわると笑顔は返ってくる
朝日っ子に思いやりの心が育つよう支援していきた

いと思います。

［ＪＩＣＡ ОＢ出前授業(５年生)］

［栄養教諭による出前授業(１年生)］

［あさひ幼稚園との交流授業(５年生)］

［体育科学習発表会(３年生)］

奄美市立朝日小学校 学校だより

令和７年２月28日発行

世界の平和に貢献し，人
類に奉仕する大志をもって
人となれ人，人となせ人，
母校よ永遠なれ

[校訓]

児 童 数：637人
教職員数： 47人

学校生活の礎～思いやりの気持ちを大切に育んで！～

行為の意味 宮澤 章二
あなたの心はどんな形ですかと
人に聞かれても答えようがない
自分にも他人にも 心は見えない
けれど 本当に見えないのであろうか
確かに心は誰にも見えないけれど
心遣いは見えるのだ
それは人に対する積極的な行為だから
同じように胸の中の思いは見えないけれど
思いやりは見えるのだ
それは人に対する積極的な行為なのだから
あたたかい心があたたかい行為になり
やさしい思いがやさしい行為になる時
「心」も「思い」も初めて美しく生きる
それは 人が人として生きることだ



各学年のしめくくりとなる授業参観・学級ＰＴＡを行いました。

この一年間でできるようになったことや学んだことを保護者の方に見てもらおうと各学

年の児童は意欲をもって授業に取り組みました。また６年生は中学校説明会に参加し，４

月からの生活をイメージできたようです。
学級ＰＴＡでは，保護者の皆様と児童を通して連携を深め，さまざまな行事に取り組んだことを話し合

うことができました。
３月５日(水)に特別支援学級の授業参観・ＰＴＡも行われます。御出席ください。

【各学年授業参観の様子】

～朝日中学校とのジョイントプラン～ ～５年生年の祝～
２月７日(金)に朝日中学校の先生方が来校し， ２月13日(木)に５年生の児童が数え12歳となる「年

４年生以上の授業参観及び小中学校の各課題にお の祝」を行いました。
ける分科会を行いました。 保護者の皆様方が見守る中，５年生の児童一人一
２回目となるジョイントプランでは，小中学校 人が将来の夢や祝唄，パフォーマンスショーなど，

の共通テーマとして児童生徒の「聞く姿勢」の定 会場全員で児童の記念式を祝うことができました。
着に掲げ年間を通して取り組んできました。 来年度は小学校最高学年となる５年生。きっと頼
今後とも小中連携を密にしていきます。 もしい６年生になると思います。

～吹奏楽部定期演奏会～～
２月22日(土)に本校吹奏楽部による定期演奏会を体育館で行いました。
スーザ作曲の「士官候補生」から始まり，美空ひばりさんの「川の流れ

のように」や６年生の演奏による「となりのトトロ」などハーモニーのと
れた演奏をしました。
特別ゲストに先輩の朝日中学校吹奏楽部による演奏や小中学校コラボに

よる演奏もあり，会場がすてきな音色に響き渡りました。

学級ＰＴＡ，ありがとうございました。

「聞く姿勢」を育てるために

すてきな音色をありがとう

【３月の主な行事予定】

４ 火 サイエンスショー(５・６年) 24 月 第77回卒業式

５ 水 特別支援学級授業参観・ＰＴＡ 25 火 修了式・辞任式

６ 木 学校評議員会・ＰＴＡ理事会 26 水 春休み～４／６(日)

８ 土 ６年生を送る会・お別れﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ 【朝日小学校始業式】

４月７日(月) (給食あり)14 金 卒業式予行

感謝と喜びを感じて


